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最近メディアで「老害」という文字を目にします。高齢になると気になる言葉ですし、言われると気分の

いいものではありません。これは、政治に限らずいろんな分野の高齢の男性の失言から出ているもの

ですが、私たちの日常の中でも、スーパーや飲食店、人が集まる場所でも相手に対して「切れる」「暴

言を吐く」といった光景を見かけることがあります。これらの現象を「老害」と揶揄して、“困ったひと”

としてレッテルを貼っているように見えます。しかしながら、この老害と言われている行動の原因のひ

とつが実は前頭葉機能の低下にあることがわかっています。前頭葉は社会脳との言われ人間らしさを

保つ司令塔の役割を担っていますが、３歳から１５歳くらいにかけて成熟し、早い人は４０歳ころから低

下をはじめ、６０歳くらいになると明らかな機能低下が起きることがわかっています。1）1 2） 機能低下する

と、忘れっぽくなるだけでなく、不注意、頑固、怒りっぽい、我慢できない、だらしない、というこ

とが日常の中で少しずつ表出されます。前述の失言についても、新しい情報を覚えたり、必要な情報

を引き出したりすることも少しずつできなくなるため、長い人生の中で刷り込まれた知識や考え方が、

今の時代は言ってはいけないとわかっていても、話しているうちについつい出てしまう現象なのです。

では、前頭葉の衰えはどのような対策をすればい

いのでしょうか。まずは前頭葉を使うような生活を

することが大切です。ルーティン的な行動では活

性化しずらいので、毎日同じようなことを繰り返す

のではなく、新しいことにチャレンジしたり、いろ

んなところに出かけて人と会話をすることで、活性

化されると言われています。男性より女性のほうが

衰えが緩やかなのも、人との交流が多いのが要因

の1つではないでしょうか。これから始めようとい

う人は、ストレスにならないよう、普段は作らない

料理に挑戦してみたり、集まりでは積極的に会話を

したり、今の生活スタイルに少しプラスすることで

出来ることからチャレンジするのがいいと思います。
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名古屋フォレストクリニック院長の河野和彦医師は、タキシフォリンの改善例の半数近く（12/26 例）

に、やる気・不機嫌がなくなる・よくしゃべる・落ち着く・易怒が減った・よく笑う・わがままが減った、

等の前頭葉機能の改善が見られたと報告しています。（河野和彦,タキシフォリンの改善者26例の分析より）

コロナ禍でストレスのある毎日ですが 、適度な運

動、野菜と魚を中心としたバランスのよい食事、三

密を避けながらの社会との関わり、そしてタキシフォ

リンを摂って、ご自身やご家族の健康な生活を維

持しましょう。
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